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ペイント番長の３回焼成ステイン法
～超基礎・応用編①～

令和元年度

都技会員・学生：令和元年 7 月 3 日㈬ 午前10時より受付開始
未入会員の方：令和元年 7 月10日㈬ 午前10時より受付開始

FAX番号：０３－３５７６－５６１５
＊上記日時よりFAXにて受付開始します。
住所、氏名、連絡先（電話、FAX、Eメールも含む）を記載の上、上記FAX番号まで申し込みください。

＊受付開始前の申込は受け付けません。必ず事前申し込みください。
＊定員になり次第締切とさせて頂きます（聴講不可）。
＊申込者には後日詳細案内を送付致します。
＊講師の都合で時間等に変更等がある場合もございます。予めご了承ください。
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　2014年7月16日を最後に多色築盛法から表面ステイン法に完全移行し５
年の歳月がが流れた。当初は適合や審美回復に苦労した「ジルコニア」も、
CAD/CAMの精度やジルコニアの透光性の向上により制作ストレスも軽減し
ている。ジルコニアは現在の歯科技工業界においてなくてはならない素材と
なりつつある。
　陶材メーカー各社からはモノリシック用ステイン＆グレーズが発売される
ようになり、表面ステイン法は術者にとってさらに身近な存在になってきて
いるが、種類も多過ぎることで、「どのメーカーのステインを購入したらよ
いのだろうか」「購入したがうまく使いこなせない」と悩んでいる術者も多
いのではないだろうか。
　しかし、選択肢はたった一つではない。筆者は、モノリシック材の種類、
審美的要求度、制作部位、制作時間の制約などにより、数社のマテリアルを
随時使い分けている。

　平成30年2月に行われた生涯研修：卒後実習研修Ⅲ「ペイント番長の３回
焼成ステイン法～超基礎・前歯編～」では、異なる２種類のモノリシック材
（ジルコニアとプレスセラミックス）へのアプローチ方法をお話しさせてい
ただいた。
　平成から令和となった今回は、令和元年（2019年）に日本国内で発売、
または発売予定である数社のステイン＆グレーズを使用し、日常臨床でそれ
らのマテリアルを筆者がどのように使い分けているのか、各社の特徴、優位
点、操作性を含め、ステイン＆グレーズの選択における『シンプルルール』
をお話しするとともにハンズオンを行う。
　「シンプル」とは、簡単、単純、手抜きといった意味ではなく、「成果を
変えず無駄をなくす」「最小の動きで絶大な効果を出す」という作業であ
り、「複雑なものを複雑に見せない」テクニックであることを理解していた
だけると思う。

２日間ハンズオンコースのスケジュール
《１日目》
　① プリシンタリング：表面調整
　② プリシンタリング：カラーリングとマスキング
　③ 表面ステインの選択基準
《２日目》
　④ １回＆２回＆３回焼成ステイン法
　⑤ 歯肉色のステイン法

横田 浩史
［よこた ひろふみ］

■講師略歴 Signature Dental Lab

経歴
1991年 東邦歯科技工専門学校卒業
1991～98年 日本（埼玉・東京）で就業
1996年 駒澤大学経済学部経済学科卒業
1998年 早稲田歯科技工トレーニングセンター 東京校卒業
1998～99年 中国（上海）で就業
1999～2002年 米国（シカゴ）で就業
2002年～ カナダ（ビクトリア）で就業
2011年～ 埼玉歯科技工士専門学校 非常勤講師 　
2013年～ 東邦歯科医療専門学校 特任講師


